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６年（全105時間）
■せんたく　●大きくジャンプ
	２
学
期
制
	３学
期
制
	月
	単　元
	配
当
時
間
	めあて
	指
導
要
領

	前
期

	１
学
期
	４
月

	上巻
上巻導入
（全1時間）
	１
	　国ができたころから現代までのあゆみを，時代を代表する事象の絵図や写真を手がかりに，これから学習する事象に関心をもち，社会科学習への意欲を高めることができる。
	

	
	
	
	１ 日本のあゆみ
（全７１時間）

　 地域の歴史をさぐろう
	２
	　地域の歴史事象について自ら調べ，年表づくりなどの表現活動を通して，日本のあゆみを概観し，時代の流れをつかむことができる。
	

	
	
	
	１ 大昔のくらしと国の統一

　 中単元導入
　（１）むらからくにへ
　（２）国が統一される
　●日本列島に人が住みはじめたころ
	１

３

３

―
	　縄文時代と弥生時代のさし絵を手がかりに，狩猟・採集から，米作りのはじまりと国が統一されていく時代についての学習課題をつかむとともに，学習計画を立てることができる。
　三内丸山遺跡，登呂遺跡や吉野ヶ里遺跡などを調べ，狩猟・採集と米作りのはじまったころの生活の様子や，小さなむらが大きなくにへと統一されていく社会の変化をとらえることができる。
　ナガレ山古墳や大仙（仁徳陵）古墳を調べ，各地に大きな力をもった豪族が出現し，やがて，大和朝廷により国土が統一されたことをとらえることができる。
	(１)

ア

	
	
	５
月

	
	
	
	

	
	
	
	２ 貴族の政治とくらし

　 中単元導入

　（１）新しい国づくりをめざす

　（２）貴族が日本風の文化を生み出す

　●世界の文化遺産を守るために
	１
４
３
―
	　大極殿や東市のさし絵を手がかりに，国の仕組みや政治，人々の生活に関心をもち，学習課題をつかむとともに，学習計画を立てることができる。
　大陸文化の摂取，大化の改新，大仏造営について調べ，天皇を中心とした政治が確立されたことをとらえることができる。
　藤原道長のくらし調べから，力をもった貴族による日本風の文化が発達したことをとらえることができる。
	(１)

イ

	
	
	６
月

	
	
	
	

	
	
	
	３ 武士による政治のはじまり

　 中単元導入

　（１）源氏と平氏の戦いと鎌倉幕府

　（２）室町文化が生まれる

　●国宝は，どのような宝物なのか？
	１
３
４
―
	　武士の屋敷のさし絵を手がかりに，貴族に代わって武士が中心となった当時の社会や人々の生活に関心をもち，学習課題をつかむとともに，学習計画を立てることができる。
　源氏と平氏の争いについて調べ，貴族に代わって武士が力をもつようになったこと，源頼朝が鎌倉に幕府を開き，武士による政治がはじまったこと，元との戦いで，その仕組みが崩れていったことをとらえることができる。
　世界遺産である金閣や銀閣などの代表的な建造物や，水墨画などについて調べ，今に伝わる室町文化が生まれたことをとらえることができる。
	(１)

ウ
エ

	
	
	７
月

	４ 天下統一と江戸幕府

　 中単元導入
　（１）信長・秀吉・家康と天下統一
　（２）江戸幕府による政治
　●ポルトガル語が日本語に
	１
３
４

―
	　「長篠の戦い」の絵図を手がかりに，武士の対立から天下を統一した人物に関心をもち，学習課題をつかむとともに，学習計画を立てることができる。
　３人の武将の人物を調べることにより，信長が短い期間に領土を拡大したこと，秀吉が検地や刀狩を通して，戦国の世を統一したこと，秀吉の死後，家康に天下が移っていくことをとらえることができる。
　徳川家光の人物調べから，参勤交代，武家諸法度，鎖国政策などにより，幕府の支配の仕組みが固められたことをとらえることができる。
	(１)

オ

	
	２
学
期
	９
月

	５ 江戸時代を生きた人々

　 中単元導入
　（１）身分と人々のくらし
　（２）町人文化と新しい学問
　●江戸時代のリサイクルは？
	１

３

４
―
	　江戸の町の絵図を手がかりに，この時代の人々のくらしに関心をもち，学習課題をつかむとともに，学習計画を立てることができる。
　それぞれの身分とくらしを調べることにより，支配者である武士を中心とした身分制度のもとで，人々がくらしの向上をめざしていたことをとらえることができる。
　近松門左衛門の人物調べから，町人文化が栄えたこと，本居宣長や杉田玄白の人物調べから，国学・蘭学という新しい学問が盛んになったことをとらえることができる。
	(１)

オ
カ

	
	
	
	６ 明治維新から世界のなかの日本へ

　 中単元導入

　（１）黒船の来航
	１
２
	　黒船来航の絵図を手がかりに，外国との関係や国内の動きに関心をもち，学習課題をつかむとともに，学習計画を立てることができる。
　黒船来航を調べ，来航をきっかけに日本が開国したこと，また，その後，幕府への不満が高まり，天皇中心の国づくりをめざす運動によって幕府が倒れていったことをとらえることができる。
	(１)

キ
ク


	２
学
期
制
	３学
期
制
	月
	単　元
	配
当
時
間
	めあて
	指
導
要
領

	後
期
	２
学
期
	10
月

	　（２）新政府による政治
　（３）条約改正と中国・ロシアとの戦い
　（４）産業の発達と人々のくらしの変化
　●ペリーのふるさとアメリカ
	４
４
３
―
	　新政府で中心となった人物を調べることにより，新しい政府が廃藩置県や四民平等などの改革を進め，欧米の文化や制度を取り入れながら近代化を進めたことや，板垣退助・伊藤博文の人物調べから，日本が立憲政治を確立したことをとらえることができる。
　明治政府の外国との関係について調べ，日本の近代化への努力で不平等条約が改正されたこと，また，日清・日露の戦争や韓国併合によって，中国や朝鮮半島の人々に大きな損害を与えたことをとらえることができる。
　国内産業の発達の様子について調べ，産業の発達とともに働く人や公害の問題が起きたことをとらえることができる。
　また，野口英世の働きなどについて調べ，科学の発展にともない，国際社会で活躍した人がいたことをとらえることができる。
	

	
	
	11
月

	７ アジア・太平洋に広がる戦争

　 中単元導入
　（１）戦争への道
　（２）戦争と人々のくらし
　●ユダヤ人と日本の外交官のつながり
	１
２
５
―
	　二つの地図を比べることにより，戦争へとつき進んでいった当時の日本の様子について関心をもち，学習課題をつかむとともに，学習計画を立てることができる。
　1930年代の世界と国内の様子を調べ，戦争への道を歩んだ経緯や戦場の広がりとともに，戦争によってアジア・太平洋地域の人々に大きな被害を与えたことをとらえることができる。

　戦争体験者からの聞き取り活動を通して，戦争中の国民の生活の変化や，戦争が国民の生活に大きな影響を与えたことをとらえることができる。
	(１)

ケ

	
	
	12
月

	８ 新しい日本へのあゆみ

　 中単元導入

　（１）新しい日本への出発
　（２）平和で豊かな国をめざして
	１
３
４
	　敗戦直後と現在の大阪の空中写真を手がかりに，戦後の人々のくらしや社会の仕組みの変化に関心をもち，学習課題をつかむとともに，学習計画を立てることができる。
　敗戦直後の学校や買出し風景の写真を手がかりに，当時の厳しい生活の様子や戦後の改革から，連合国軍の指令のもとに日本政府が改革を進めていった経緯や日本国憲法と独立の過程，日本が民主的な国家として再出発したことをとらえることができる。
　日本が独立したころからの社会の動きや人々のくらしについて調べ，国民生活が豊かになったことや，国際社会のなかで重要な役割を果たしていることをとらえることができる。
	(１)

ケ

	
	３
学
期
	１
月

	下巻
２ わたしたちのくらしと政治
（全17時間）

　 大単元導入
１ わたしたちの願いと政治のはたらき

　■災害の発生と政治のはたらき

　●国の省庁とわたしたちのくらしとの関係は？

２ わたしたちのくらしと憲法
　●バリアフリー社会をめざして
	１
10

―
６
―
	　人々の生活の写真から，人々の願いが政治の働きと結びつきがあることに気づき，学習課題をつかむとともに，学習計画を立てることができる。
　民生委員の働きや，高齢者のための施設を調べることにより，人々の願いを実現していく地方公共団体や国の政治の働きや，それを支える税金の役割をとらえることができる。
　日本国憲法の基本的な考え方を調べることにより，それが国のきまりや政治の働きの柱になっていることをとらえることができる。
	(２)

ア
イ

	
	
	２
月

	
	
	
	

	
	
	
	３ 世界のなかの日本とわたしたち
（全16時間）

　 大単元導入

１ 日本とつながりの深い国々

　●海外旅行の計画をつくってみよう

２ 国際連合と日本人の役割

　●エコプランを考えよう
	１
６
―
９

	　外国人との交流やパラリンピックの写真を手がかりに，世界の人々のくらしやわたしたちの役割に関心をもち，学習課題をつかむとともに，学習計画を立てることができる。
　我が国と経済や文化の面などでつながりの深い国の人々の生活の様子を調べることにより，外国の人々と共に生きていくためには，異なる文化や習慣を理解し合うことが大切であることをとらえることができる。
　国際連合の働きについて調べ，日本もその重要な一員として国際平和の実現に努力していること，国際連合が地球環境問題にも取り組んでいることをとらえることができる。
　日本の国際交流や協力について調べ，その意義や活動の姿をとらえるとともに，国際社会の平和と発展のために，今後果たさなければならない責任や義務について考えることができる。
	(３)

ア
イ

	
	
	３
月
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